
































要約

  どこの地域にあっても、必要かつ適切な遺伝相談か受けられるようにするには遺伝相談

ネットワークを全国規模で構築することが必要である。しかし、ネットワークが遺伝相談

施設に有効利用されるには、臨床遺伝学に関する情報の遺伝相談施設への一方的な提供だ

けではなく、地域の遺伝相談に関する日常的な問題やその対応について相談施設間での情

報交換が必要である。そのためにはネットワークの中に地域の遺伝相談活動の中核となる

施設を位置づけることが望まれる。地域遺伝相談センターの規格とその機能について全国

遺伝相談実施施設に対してアンケート調査を行った。その結果、設置は都道府県単位程度

としその機能として、相談機関に対する資料情報、検査研究機関に関する情報、地域の遺

伝相談活動状況、障害福祉に関する情報等の提供、研究・研修会の実施等が期待された。

また、それらの機能を果たしうる地域センターの規格、運営のあり方について検討した。


